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シヤフツベリーのモラル・センスの自律性について
――ハチスンとの対比において一―







































シャフツベリーのモラル・センスないしはそれに当たる「正邪の念J(Sense Of RIght and Wrong)
の自律的な狽↓面については,多言を要しないであろう。そもそもシャフツベリーにおけるほとんど






























れはその全体 (the whole),その体系 (the system,consituion)の一部として,その秩序に従う
べく規制されてあると言うのである。そこに互いの保護 (conservadon and support)があり,そ■
に善があるのである。
かような次第で,あらゆる動物の一つの体系が存在するということになる。つまり,それ











有害 (pemicious)な人を悪人 (an ill man)と断定して来るのである。(1.244,246)もしわれわ
横 山 兼 作
れの感情がすべてそれ自体で完全に自然の秩序に合致しているものなら,モラル・センスはもはや
不要とも言えよう。∝)









も嫌っていない悪 (the ill)を避けるようになったとしても,そこに何の徳も善さ (goOdness)
















































































もそもシャフツベリーにおいて,個々 の美は全体そのもの (the Whtte ttself)の美への従属を意味
し(I,279),徳とは「それ自体,社会における秩序と美の愛に他ならなか」ったのである。(I.279)












的感情の意識に應じて即座に (readily,at the same time)これを是認するに至るとも言われている
ようイこ(I.252,288),両者がほとんど不可分とも言える密接な連動の関係にあることが注目され
るわけである。それは,例えば,シャフッベリーにおいてしばしば言われている「正邪への書き感









ンスに代わる概念であり,自己を振り返り (home survey,one's eye inwardly ttxed upon oneself,
true regard to ourselves),「自己検閲」(self inspechon)をその任とし,度重なる反省によって理
横 山 兼 作































































取り締まられたりする以外は,それが部分的に縮少したり,完全に破壌する (destroy tt in





























































結果が理性とも 一 ヒューム的に言えばむしろ「いわゆる理性」(so called reason)とすべき一 呼
ばれているのではあるまいか。
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の義務があると考えなくてはならぬ。これこそが新しく, また崇高な感情の根底なのだ。J(Randi The LIe and
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